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サクラメントとキリスト論  
―Kenan B. Osborneのティリッヒ解釈を手がかりに― 
 





















































本論文の方向性を位置づけている。即ち「象徴と究極的関心としての神（Symbol and God as 






れは 1900 年頃よりサクラメントの歴史研究が盛んとなってきたことと      関係があ
る。オズボーンの指摘によれば、たとえば「『教会自体が基礎的サクラメント（the church itself 
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is a basic sacrament）』であるという神学的見解が受容されたこと――これは第二ヴァチカン
公会議にて正式に採択された神学的見解である」（７）。また、「人性におけるイエスが根源的原
初的なサクラメント（Jesus in his humanity, as the primordial or original sacrament）」であ
るとされることへの神学的承諾、などがあり本稿では特にこの二点に言及していく。 
 













































ーンは主張する。即ち「神の教理（the doctrine of God）」がまず問題とされる。この問題は第
二ヴァチカン公会議以降のローマ・カトリックにおいて神に関する問いが重要視されているこ
とに関連する。また神とは全ての存在に対する、とりわけ人間の人格に対する、霊的現臨の賜





















































































































































eds. Monika Hellwig, Paul Tillich : A New Catholic Assessment (Michael Glazier Books), 
Liturgical Pr 1994  pp.91-111 に掲載されている。 
(3) オズボーン p.91 















(11)Paul Tillich, Vorlesungen über die Geschichte des christlichen Denkens, 
Evangelisches verlagswerk stuttgart 1971 
邦訳は白水社『ティリッヒ著作集 別巻二 キリスト教思想史Ⅰ』に準じた。 
(12)マイケル・Ｆ・パルマー『パウル・ティリッヒと芸術』日本基督教団出版局 1990 p.334 
ここでパルマーが用いるＤＦは、Dynamics of faith(New York: Harper & Row, 1958)を指す。 
 
 
（よかた・こうし 日本聖公会神戸教区神学生） 
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